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入院費用に関するお知らせ

ご提示がない場合は３割又は２割分を一度お支払いいただくことになります。
　（後日、下記《申請手続き先》にて申請が必要となる場合があります）

1.申　請

下記《申請手続き先》又は医事室へお問い合わせください。

申請月の初日から適用となりますので、お早めに手続きください。

2.提　示

　限度額認定証等がお手元に届きましたら、速やかに医事室へご提示ください。

　申請月から、限度額にて医療費等を計算します。
◎費　用
①医療費（月額）
所得に応じて自己負担限度額が異なります。

直近１年間における４回目以降の自己負担限度額（月額）は、更に減額となります。

なお、限度額に達しない場合は、自己負担割合に応じたご負担となります。
②食事代（１食につき）
　  所得に応じて標準負担額が異なります。
住民税非課税の方は、食事代が減額になります。
（入院日数が９１日目以降は更に減額となる場合があります。）

標準負担額減額認定証の申請手続きが必要となる場合があります。

（裏面もご覧下さい）
         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●７０歳未満の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	適 用 区 分

（年収）
	医療費　自己負担限度額（月額）
	食事の標準負担額

（１食につき）

	ア
　約1,160万円以上
	252,600＋（医療費－842,000）×1%
	460

	イ
　約770万～約1,160万円
	167,400＋（医療費－558,000）×1%
	460

	ウ　
約370万～約770万円
	80,100＋（医療費－267,000）×1%
	460

	エ　
～約370万円
	57,600
	460

	オ
　　　　住民税非課税
	35,400
	90日目まで　　　　210
91日目以降　　　　160


※すべての方において申請手続きが必要です。

※指定難病、小児慢性特定疾患の方の食事の標準負担額は、上記に関わらず260円（ただし、

「オ」の方は、その該当する額）となります。

●７０歳以上の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	適 用 区 分
（年収）
	医療費　自己負担限度額（月額）
	食事の標準負担額

（１食につき）

	現役並みⅢ
　約1,160万円以上
	252,600＋（医療費－842,000）×1%
	460

	現役並みⅡ
約770万～約1,160万円
	167,400＋（医療費－558,000）×1%
	460

	現役並みⅠ
約370万～約770万円
	80,100＋（医療費－267,000）×1%
	460

	一般
　約156万～約370万円
	57,600
	460

	住民税非課税
Ⅱ
	24,600
	90日目まで　　　　210

91日目以降　　　　160

	住民税非課税
Ⅰ
	15,000
	100


※現役並みⅠ及びⅡ、住民税非課税の方は申請手続きが必要です。

※指定難病の方の食事の標準負担額は、上記に関わらず260円（住民税非課税の方は、その該当
する額）となります。
『限度額適用認定証』及び『標準負担額減額認定証』をお持ちの方は、必ず医事室までご提示願います。
お問い合わせ先：金沢市立病院　医事室（電話　076-245-2608）
限度額適用認定証等を医事室にご提示いただくと入院費用の窓口支払が自己負担限度額までとなります。











限度額適用認定証及び標準負担額減額認定証《申請手続き先》


◎国民健康保険、後期高齢者医療の方･･･市町村の担当課


◎社会保険、組合国保の方･･･被保険者証に記載されている「保険者」








